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ＪＲ東労組  業務部 

外出自粛でストレスが溜まっている。元気を

取り戻すためにリフレッシュするにも、元手

が無いと何も出来ない 

非常事態宣言が解除となり、お客さまのご利

用が戻りつつある。第二波、第三波の感染拡

大の懸念もある中で、２４時間３６５日営業

している。現場第一線で奮闘している社員に

応えてほしい 

パートナー会社や協力会社の方と協力し

て、台風災害復旧や、設備更新工事、切替

工事などを成し遂げてきた。新型コロナウ

イルス感染拡大防止と同時に取り組んだ努

力に報いて欲しい 

要請される感染拡大防止策を、全員で愚直に

守り抜いてきた。現場社員の努力に会社はし

っかりと応えてほしい 

新しい生活様式への対応は今後も続けてい

くことになる。社会も一気に変化した。無く

なる仕事もあれば、増える仕事もある。単純

に楽になるわけではない。対応していくため

に大きな努力があることを認めてほしい 

鉄道を当たり前に動かすために、不安もあ

ったが日々向き合ってきた。SNSで「JR

の社員の皆様には感謝している」という書

き込みを見て非常に嬉しかった。会社も同

じであってほしい 

過去にも東日本大震災など危機的な状況を

乗り越えてきた。今も安全・安定輸送確保の

ために取り組んでいる 

コロナ収束後のモチベーション向上になる

内容を期待している 

会社幹部も、経営基盤は安定しているから安

心してくれと言っていた。それが実感できる

ようにしてほしい 

医療機関として、感染を拡大させないために

毎日高い緊張感の中で仕事をしてきた。より

良い病院にしたい。社員にも患者さまにも還

元できるようにしてほしい 

オリンピック・パラリンピックが 2021年

に延期になったが、運転計画や設備メンテ

ナンス周期も対応していかなければならな

い。延期になったからといって即座に対応

はしきれない。そういう業績にはあらわれ

ない努力をしっかりみてほしい 


